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ＧＩＳ主題図事例 

■人口・世帯構成等と空家の分布状況 

 空家の発生要因は様々ですが、ここでは、空家の発生と関連性の高い高齢

者の居住に関する指標を中心に地図表示しました。 

 それぞれの地図に示した空家位置（赤い点）は、「豊明市空家等実態把握

調査」による空家位置（２８３件）を表示しています。 

 人口・世帯構成は、平成２７年国勢調査の結果を地区別に集計しています。 

 

（１）人口密度と年齢３区分人口割合 

 

 豊明市全体の人口密度は、約３，０００人／ｋ㎡ですが、市街化区域のみの

人口密度は７，４３０人／ｋ㎡と、県内では岩倉市に次いで高い人口密度と

なっています。（平成２２年 都市計画年報） 

 土地区画整理事業を施行した新栄町と旧日本住宅公団による豊明団地が立

地する二村台の人口密度は、８，０００人／ｋ㎡を超えています。 

 

 

 

資料５ 

図 １ 人口密度と年齢３区分人口割合 



 2 / 14 

 

（２）高齢化率 

（３）後期高齢化率 

 

 

  

図 ２ 高齢化率 

図 ３ 後期高齢化率 
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（４）高齢者のみの世帯率 

図 ４ 高齢者のみの世帯率 

（５）高齢者単独世帯率 

 

図 ５ 高齢者単独世帯率 
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 高齢化率（図 ２）及び後期高齢化率（図 ３）をみると、北部の沓掛町、中

央部の二村台、南部の栄町が高いことが分かります。 

 これに対し、高齢者のみの世帯率（図 ４）及び高齢者単独世帯率（図 ５）

は、北部の沓掛町で市平均を下回っているのに対し、中央部の二村台、三崎

町及び南部の栄町で市平均を超えています。 

 このことから、高齢化率が高い地域であっても、北部の沓掛町では子の世代

と同居している割合が高く、中央部の二村台及び南部の栄町では、高齢者の

み又は単身で居住している割合が高いことが分かります。 

 単身の高齢者の持ち家が、相続予定者等に適切に引き継がれない場合、管理

不全の空家となるおそれが生じます。 

 高齢者の居住状況からみると、名鉄名古屋本線の南側（栄町地区）では、今

後、空家が増加する可能性があると判断できそうです。 

 二村台は、昭和４０年代に入居が始まった豊明団地の居住者が高齢化してい

ると考えられます。 
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■意向調査の設問別回答の分布状況 

 平成２８年度「豊明市空家等実態把握調査」の一環として実施した「意向

調査」において、「空家である」と回答があった２１０件について、設問

ごとの回答の分布を地図に示します。 

 

（１）空家になった建物の建築時期 

 意向調査の問４「対象建物の建築時期はいつですか」に対する回答の分布及

び集計表を図 ６、図 ７に示します。 

 
図 ６ 空家になった建物の建築時期 
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問4 対象建物の建築時期はいつ頃ですか（1つ選択）
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図 ７ 空家になった建物の建築時期（地域別） 
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 空家のうち、名鉄東海道線沿線の旧市街地（栄町、新栄町、前後町、間米町）

では、昭和４６年以前に建築された空家が半数以上を占めていますが、市街

化区域内には昭和２５年以前の空家は存在しません。 

 市中心部（三崎町、二村台、西川町）では、昭和４７～５６年の空家が半数

以上を占め、昭和４６年以前に建築された空家は１／４程度です。 

 市南東部の新田町、大久伝町、阿野町でも、昭和４６年以前に建築された空

家が半数以上を占め、昭和２５年以前の空家の割合が沓掛町に次いで多くな

っています。 

 沓掛町では、昭和２５年以前の空家が２割を超えています。 
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（２）空家になっている年数 

 意向調査の問６「空家になっている年数」の分布及び集計表を図 ８、図 ９

に示します。 

 

 豊明市全体では、空家になっている年数が１０年未満のものが約６割、２

０年未満のものが約２割と、２０年未満が８割以上を占めていますが、北

部の沓掛町及び南部の栄町では、空家になっている年数が２０年以上のも

のの割合が高くなっています。 
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図 ８ 空家になっている年数 

図 ９ 空家になっている年数（建築年代別） 
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（３）空家の現状（状態） 

 意向調査の問８「対象建築物の現状」についての回答の分布及び集計表を図 

１０、図 １１に示します。 

図 １０ 空家の現状 

 

 豊明市全体では、「掃除をすればすぐに活用可能である」と「多少の修繕は

必要だが活用可能である」がそれぞれ約１／３ずつと、合計で約２／３が活

用可能、残りの１／３は活用困難もしくは不明と回答されています。 

 図 １１のグラフから、空家の現状については、建築年によるところが大き

いという傾向が見て取れますが、「図 ６ 空家になった建物の建築時期」の

分布図と比較すると、同一の年代区分の建物でも活用可能の程度に相当の差

が見られることから、当該建物の管理状態にも左右されることが分かります。 
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問8 対象建物の現状はどのようになっていますか（1つ選択）

掃除をすればすぐに活用可能である

多少の修繕は必要だが活用可能である

老朽化や破損により活用は困難である

わからない

その他

図 １１ 空家の現状 
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（４）空家の今後の活用 

 意向調査の問１５「今後の活用等の方向」から、活用意向のある空家の分布

図を図 １２、図 １３に示しました。また、全回答の集計表を図 １４に示

しました。（問１５は、複数回答を可としています。） 

図 １３ 「地域に有効活用してもらいたい」と回答 

図 １２ 「売りたい または 売ってもよい」もしくは「貸したい または 貸してもよい」と回答 
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 「売りたい または 売ってもよい」もしくは「貸したい または貸してもよ

い」と回答された空家（売買もしくは賃貸物件として考えられている空家）

は、２１０件の中で８３件（４０％）あります。内訳は以下のとおりです。 

‧ 「売りたい」が「貸したくない」：５１件 

‧ 「貸したい」が「売りたくない」：９件 

‧ 「売りたい」であり、かつ「貸したい」でもある：２３件 

 売買・賃貸の意向があるとされた空家は、豊明市内のほぼ全域に分布してい

ますが、名鉄東海道線沿線の栄町、前後町に多く、市中心部の二村台、三崎

町、新田町には少ないことが分かります。 

 「地域に有効活用してもらいたい」と回答された空家は、意向調査の回答の

範囲においては１９件（９％）と少なく、間米町、西川町、新田町には存在

しません。 
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問15 対象建物の今後の活用について、どのようにお考えですか（複数選択可）

図 １４ 空家の今後の活用意向 
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（５）空家バンク制度への登録希望 

 問１８「空家バンクが創設された場合、登録を希望するか否か」の回答の分

布図を図 １５に示します。 

 

 「無回答」を除く回答の内訳は以下のとおりです。 

‧ 「はい（もしくは検討したい）」：３４件（１８．５％） 

‧ 「いいえ」：９９件（５３．８％） 

‧ 「制度の内容がわからないので回答できない」：５１件（２７．７％） 

 「はい（もしくは検討したい）」と回答された空家は、市街化区域内の名鉄

東海道線沿線に多く、「いいえ」と回答された空家は全市的に分散していま

す。また、「制度の内容がわからないので回答できない」も分散しています。 

 

 

  

図 １５ 空家バンク制度への登録希望 
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 図 １６、図 １７、空家バンクへの登録を希望するかの質問に対し、「はい

（もしくは検討したい）」と答えられた空家の建築年の内訳及び分布図です。 

 

 「はい」と回答された３４件のうち、新耐震基準であると推定される昭和５

７年以降に建築された空家は、５件（１４．６％）にとどまっています。新

耐震基準の空家はすべて市街化区域内にあり、栄町、新栄町、前後町、阿野

町、二村台に各１件ずつ分散しています。 

  

図 １７ 空家バンクへの登録希望物件の建築時期 
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問18 豊明市で空家バンク制度を創設した場合、登録を希望しますか（1つ選択）

図 １６ 空家バンクへの登録希望物件の内訳 
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（６）「空家の今後の活用意向」と「空家バンクへの登録希望」との関連 

 問１５「今後の活用等の方向」で、「売りたい または 売ってもよい」もし

くは「貸したい または 貸してもよい」と回答された空家８３件（図 １３

参照）の所有者が、問１８「空家バンクが創設された場合、登録を希望する

か否か」でどのように回答しているかを図 １８で集計し、図 １９に分布図

を示しました。 

 

  

図 １８ 「空家の今後の活用意向」と「空家バンクへの登録希望」との関係 

図 １９ 売却もしくは賃貸の意向のある空家の「空家バンク」への登録意向 
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 問１５で「売却または賃貸の意向がある」と回答した８３件のうち、問１８

「空家バンクが創設された場合、登録を希望するか否か」に、「はい（もし

くは検討する）」と回答があった空家は２８件（３４％）にとどまります。

「はい」の分布を見ると、前後町、栄町、阿野町の名鉄沿線の生活利便性の

高い地域に立地する空家が多いことがわかります。 

 「いいえ」と回答のあった空家は、１９件（２３％）で、「はい」の空家よ

り鉄道からの距離が遠い傾向がみられます。 

 「制度の内容がわからないので回答できない」は、２７件（３３％）で、市

内に広く分布しています。 

 


